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哲
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規
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第
一
悠
…
　
本
命
局
ヲ
山
尽
煎
榊
折
μ
墨
’
倫
目
ト
蔽
…
ス

第
二
魚
群
　
　
本
倫
月
ハ
廣
義
二
於
ケ
〃
哲
學
ノ
研
究
及
皿
ハ
煎
口
及
ヲ
…
以
欄
ア
目
的
塾
ス

第
三
條
　
本
曾
ハ
前
條
ノ
目
的
ヲ
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
蝶
深
ヲ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
服
研
究
會
ヲ
開
ク

　
　
　
、
毎
年
公
開
講
演
愈
ヲ
開
ク

　
　
　
、
毎
月
＝
測
折
郷
無
堕
研
究
ヲ
脚
獲
”
打
ス

第
四
條
　
本
會
事
務
駈
ヲ
京
都
帝
國
大
二
丈
學
都
内
二
羅
ク

第
五
條
　
本
・
會
ノ
事
業
ヲ
輕
膏
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
U
貝
ヲ
羅
ク

　
　
一
、
委
貴
（
若
干
名
）
京
都
帝
㈱
大
攣
文
學
部
哲
墨
科
教
官
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
繰
…
薦
シ
タ
ル
者
ヲ
…
以
テ
・
之
二
山
尤
ソ

　
．
一
、
書
記
（
　
名
）
釆
次
所
以
三
二
於
テ
曝
凋
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
堅
人
ニ
チ
モ
會
員
タ
ル
づ
レ
ヲ
得

　
三
校
、
圃
書
館
、
教
育
會
、
其
他
ノ
二
一
ハ
其
羅
膿
ノ
名
ヲ
以
テ
入
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ス

　
ル
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費
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携
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前
納

　
ス
ベ
キ
竜
ノ
ト
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八
條
　
會
員
円
本
會
ノ
諸
種
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下
書
二
綴
席
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ロ
ト
ヲ
得
、
且
ソ
難
誌
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學
研
究
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受
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條
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搏
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山
内
得
立
著

定
纈
三
・
O
O

遙
桝
　
∴
三

菊
判
四
八
○
筑

　
本
書
ほ
博
士
が
學
窓
奄
出
て
間
も
な
い
頃
よ
り
幾
十
星
霜
の
聞
研

究
思
索
ぜ
ら
れ
た
成
果
の
中
か
ら
、
特
に
勝
れ
☆
三
流
篇
の
論
丈
な

選
び
、
新
穴
に
氷
書
の
六
め
に
書
か
れ
た
雄
篇
「
混
合
の
論
理
」
旭
加

へ
て
一
巷
に
牧
怪
し
た
も
の
で
あ
ろ
。
博
士
の
思
索
の
深
さ
と
卓
抜

な
ろ
問
題
の
捉
へ
方
と
1
1
、
そ
の
文
醗
の
美
し
さ
と
糀
待
っ
て
、
既

に
萬
人
の
ひ
と
し
く
承
認
し
て
ゐ
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
。
本
書
な
囲
む

者
ほ
聯
か
も
晦
澁
と
い
ふ
感
な
く
、
不
識
不
知
の
問
に
問
題
の
核
實

に
惹
さ
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
山
内
博
士
ほ
我
が
國
の
哲
學
界
に

全
く
猫
自
の
立
道
か
開
拓
し
た
人
で
あ
ろ
。
新
カ
ン
ト
墨
派
の
旺
盛

な
蒔
代
に
既
に
蜀
填
撃
派
の
客
演
的
立
場
に
茄
臼
し
、
雌
の
立
揚
を

徹
底
ぜ
し
め
つ
～
更
に
希
畷
古
典
哲
學
に
進
み
、
こ
～
に
新
ら
し
き

意
味
な
見
餌
し
て
極
め
て
濁
創
的
な
農
系
な
樹
立
ゼ
ら
れ
六
。
本
書

か
繕
く
者
ほ
博
士
の
歩
ま
れ
た
こ
の
遺
を
迫
り
得
る
と
碕
畦
に
、
現

今
の
哲
學
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
ろ
問
題
の
一
つ
、
部
ち
齢
系
的
な

る
も
の
と
歴
史
的
な
る
も
の
と
の
關
係
の
問
題
に
導
か
れ
る
で
あ
ら

う
。
「
今
日
の
研
究
が
叉
逼
か
な
ろ
未
來
に
影
栖
引
く
こ
と
な
認
み

つ
㌧
こ
の
書
存
な
し
た
」
と
ほ
、
博
士
が
本
書
の
序
叉
に
於
け
る
述

懐
で
あ
ろ
が
、
洵
に
こ
の
論
丈
集
ぽ
限
り
な
き
未
來
性
た
約
束
す
る

幾
多
の
問
題
た
讃
者
に
展
示
す
る
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

植
田
壽
藏
著

藝
術
史
の
課
題
瀧
璽
鎗

西
哲
叢
書
　
田
、
遇

元
監
修

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

松
村
克
己
著

現
代
に
於
け
ろ
思
想
の
無
力
、
思
想
の
貧
困
と
云
ふ
事
が
屡
ζ
語
ら

れ
ろ
。
併
し
事
實
ぱ
正
し
く
そ
の
反
封
で
あ
る
。
思
想
ほ
過
剰
で
あ

り
、
人
々
ば
思
想
の
力
々
信
じ
て
み
る
が
敏
に
こ
の
嘆
き
が
あ
る
の

で
あ
る
Q
問
題
ほ
土
穿
栖
賭
し
て
思
想
三
二
き
ろ
人
が
な
い
事
で
あ

る
。
眞
理
葎
語
る
の
み
で
ほ
な
く
建
干
勇
を
以
て
支
へ
説
す
る
人
の

少
い
事
で
あ
る
。
千
五
百
年
の
昔
、
ロ
マ
帝
國
の
没
落
か
眼
前
に
し

つ
・
新
し
き
噂
代
の
産
み
の
薄
し
み
な
親
し
く
鈎
に
負
ふ
て
践
み
思

索
し
た
人
、
中
世
の
歴
史
な
叫
び
聾
し
三
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
ぱ
、

右
の
平
な
意
味
に
於
て
最
も
深
く
歴
史
と
永
蓮
と
の
底
か
潜
っ
て
眞

理
な
座
さ
れ
一
個
の
天
オ
と
云
へ
層
よ
う
。
そ
の
坂
上
げ
六
問
題
ほ
或

は
時
代
の
剃
約
葎
受
け
て
現
代
の
其
と
ほ
異
る
と
す
る
も
、
此
の
入

の
亘
大
な
魂
の
氣
鋼
重
聞
く
事
ほ
、
現
代
に
坐
さ
る
吾
々
に
と
っ
て

多
く
の
曙
示
を
含
ん
で
み
る
に
蓮
ひ
な
い
。

　
本
書
ほ
我
が
瞬
に
於
て
そ
の
名
の
語
ら
ろ
・
事
屡
、
に
し
て
そ
の
、

文
獣
に
乏
し
き
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
つ
い
て
の
杢
般
的
な
最
初
の

叙
蓮
で
あ
ろ
。
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